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第16回「猪名美展」

�とき1 0月3 1日（金）～1 1月６日

（木）午前1 0時～午後６時（最終

日のみ同５時まで） �ところ日

生中央サピエ２階（サピエギャラ

リー） �内容油絵・日本画・抽

象・立体など約4 0点 �問合せ野

村宅（�766－0416）

公民館講座「エコクラフト手芸

教室」の参加者

�とき1 1月1 2日（水）午前９時3 0

分～午後０時3 0分 �ところ生涯

学習センター �参加費材料費の

み　 �対象 町内在住・在勤の人

�定員2 0人（先着順） �講師高

松邦子さん �申込・問合せ1 0月

1 6日～同2 4日に電話で中央公民館

（�766－8432）

「凧づくり教室」「凧あげ大会」

のボランティアスタッフ

�対象高校生以上の町内在住・在

勤の人　�期間平成1 5年1 1月～同

1 6年１月の計約４回（研修会２回

含む） �指導内容凧づくり補助、

凧あげ補助 �募集人数 若干名

�申込・問合せ1 0月末までに生涯

学習課（�767－2600）

「親子でクッキング」の参加者

�とき1 0月2 8日（火）午前1 0時～

午後０時3 0分 �ところ子育て学

習センター �内容ランチ作りと

食生活のお話 �指導 いずみ会

�対象 町内在住の親子（２～４

歳） �定員2 0組（先着順） �

参加費親子で6 0 0円 �持ち物エ

プロン、三角巾、お茶、※託児あ

り �申込・問合せ子育て学習セ

ンター（�766－7800）

「火災予防杯バレーボール大会」

の参加者

�とき1 1月９日（日）午前1 0時～

�ところスポーツセンター �募

集チーム数男女各1 0チーム（先着

順） �申込・問合せ1 0月2 0日～

同3 0日に防火協会事務局（消防本

部内�766－0119）

文化・歴史バスの参加者

�とき・コース1 1月2 8日（金）＝

Aコース（ユニチカ記念館・北山

緑化植物園他）、1 2月5日（金）＝

Bコース（鉄斎美術館・県立有馬

富士公園他）、両日とも午前９時

～午後５時（雨天決行） �参加

費3 , 0 0 0円（昼食付） �申込・

問合せ往復ハガキの往信裏面に参

加コース名、郵便番号、住所、氏

名、年齢、性別、電話番号、返信

裏面に郵便番号、住所、氏名を記

入1 0月2 7日（必着）までに、阪神

広域行政圏協議会事務局（〒

6 6 0－8 5 0 1尼崎市東七松町１－

2 3－１・�0 6－6 4 8 9－6 1 4 1）※ハ

ガキ１枚につき１コース２人（２

人とも必要事項を記入）まで可

ふるさと館歴史講座「古民家に

みる暮らしの工夫と知恵」

�とき1 1月1 5日（土）午後２時～

同４時 �ところふるさと館 �

講師谷直樹さん（大阪市立大学教

授） �定員4 0人（先着順） �

申込・問合せ1 0月1 9日から電話で

ふるさと館（�768－0389）

糖尿病予防のための個別健康教

育

�とき第１回＝1 1月中旬 �とこ

ろ保健センター �対象糖尿病の

疑いのある人 �内容保健師が６

カ月間にわたりアドバイスし生活

改善をはかります　 �定員 ５人

（先着順） �申込・問合せ1 1月

７日までに電話で保健センター

（�766－1000）

「男と女の更年期」講演会

�とき1 1月８日（土）午後１時3 0

分～同３時　�ところ保健センタ

ー　�内容更年期による心や体の

変化を知り、快適に過ごすための

教室　�講師中村清子先生（中村

内科クリニック副院長）�定員4 0

人（先着順） �申込・問合せ電

話で同センター（�766－1000）

家族介護教室

�とき1 1月６日（木）午後１時3 0

分～同３時　�ところゆうあいセ

ンター　�内容痴呆の家族を抱え

て～心の葛藤を乗り越え～ �定

員1 0人（先着順） �申込・問合

せゆうあいセンター（ �7 6 6－

1200）

日赤社資募集のお礼
５月～６月に行った日赤社資募集

増強運動では、2 0 4万8 , 3 6 2円が集

まりました。この社資は、難民、

災害被害者の援護や地域医療の充

実に活用します。

�問合せ 健康福祉課（ �7 6 6－

0001）

個人事業税の納税
第２期分の納期限は、1 2月１日

です。納税通知書を1 1月1 0日に発

送しますので、最寄りの金融機関

で納めてください。

�問合せ阪神北県民局伊丹県税事

務所直税課（�072－783－1231）

神経芽細胞腫検査の休止
兵庫県では、厚生労働省の方針

に合わせ、1 1月１日から検査を休

止します。すでに検査セットをお

持ちの方は廃棄してください。

�問合せ川西健康福祉事務所（�

757－4220）

広 　 報 　 い 　 な 　 が 　 わ 平成１５年( 2 0 0 3年)１０月１５日

猪
名
川
町
の
豊
か
な
自
然
の
源
で
あ
る

森
林
は
、
町
域
面
積
の
80
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
町
域
の
木
材
は
、
奈
良
時
代
に
は

木
津
（
楊
津

や
な
い
づ
）
を
中
継
地
と

し
て
下
流
の
伊
丹
へ
運
ば
れ
、
猪
名
部

（
い
な
べ
）
と
い
う
木
工
集
団
に

よ
っ
て
加
工
さ
れ
、
朝
廷
に
納
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
槻
並
は
匠
の

村
と
し
て
有
名
で
、
肝
川
の
戸
隠

神
社
の
棟
札
に
も
名
前
が
出
て
お

り
、
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
山
林

管
理
に
関
す
る
取
り
決
め
の
文
書

も
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

鎌
倉
に
は
江
戸
時
代
「
御
林
（
お

は
や
し
）
」
と
呼
ば
れ
た
幕
府
の
直
轄
林

が
あ
り
ま
し
た
。
二
条
城
や
大
坂
城
な
ど

の
修
復
の
際
な
ど
幕
府
が
材
木
を
必
要
と

し
た
時
に
、
切
り
出
し
、
使
用
し
た
も
の

で
す
。
そ
の
管
理
は
厳
し
く
、
秋
の
キ
ノ

コ
の
季
節
な
ど
で
も
「
御
林
」
に
入
る
の

は
固
く
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

鎌
倉
の
西
の
山
、
定
星
寺
（
じ
ょ
う
し

ょ
う
じ
）
裏
山
に
は
文
久
２
年
（
１
８
６

２
年
）
の
石
仏
群
が
ま
つ
ら
れ
た
ミ
ニ
西

国
三
十
三
所
（
写
真
）
が
あ
り
ま
す
。

幼稚園の運動会を中学生がお手伝い

�1 0月４日、町内の３幼稚園で開催された運動会に、

「幼稚園運動会サポーター」として、各中学校の生徒

ら数人が、演技時の補助やお手伝いをしました。

この連携は「トライやる・ウィーク」でお世話に

なった感謝の気持ちを表したいと、中学生が自主的

に友達を誘い合って参加したもの。生徒達は頼りな

げな園児達を笑顔で誘導しながら、ふれあいを楽し

みました。

▲
�
10
月
５
日
、
ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
「
ゆ
う
あ
い
ま
つ
り
」
（
写
真
上
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
、
日
頃
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
や
そ
の
家
族
、
近
所
の
人
達
な
ど
、
会
場
に
訪
れ
た

す
べ
て
の
人
が
ま
つ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
道
の
駅
い
な
が
わ
で
も
「
秋
山
味
覚
ま
つ
り
」（
写
真
右
）
が
開
催
さ
れ
、

約
５
０
０
０
人
が
、
秋
の
味
覚
を
求
め
道
の
駅
に
来
場
し
ま
し
た
。
そ
ば
の
実
演

販
売
で
打
ち
た
て
の
そ
ば
に
舌
鼓
を
う
つ
人
、
つ
き
た
て
餅
や
地
場
野
菜
を
両
手

い
っ
ぱ
い
に
購
入
す
る
人
達
な
ど
で
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
下
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
イ
ベ
ン
ト
開
催

江
戸
時
代
の
国
有
林
「
御
林

お
は
や
し

」
⑦


